
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    京都府立南山城支援学校        令和４年度 NO５.〈12月号〉 

南山城相談支援センターニュース 

〒619-0231 京都府相楽郡精華町山田医王寺１ TEL：0774-72-7255 

 ２学期がもうすぐ終わりになります。３学期は、各学校で 1 年のまとめをされたり、次年度への引継ぎを

されたりする時期になると思います。 

 特別な指導・支援が必要な児童生徒は、先生方の関わり方や教室環境等によって教室での姿が大きく

変わってきます。児童生徒が次年度も変わらず、落ち着いて教室で学習を行えるようにするためには、現

在行われている指導・支援の引継ぎがとても大切になってきます。 

  相談支援センターでも、児童生徒の引継ぎの方法についての相談に応じますので、お気軽に御連絡く

ださい。 

                   

★保育園・幼稚園を対象とした相談業務について★ 

 南山城相談支援センターでは、保育園や幼稚園からの相談も受け付けています。 

 

 ＜相談内容の例＞ 

 ・離席が多くて活動になかなか参加できない ・一番になれないと大きな声で泣いてしまう  

 ・かばんの片付け等の身支度に時間がかかる ・発音が不明瞭で聞き取りにくい 

 

 子どもたちの実態に応じて、様々な相談に対応しますので、お気軽にお問合せください。 

～児童生徒の引継ぎについて～ 

TOPIC！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★活動報告～精華台小学校における理解教育について～★ 

 11月16日（水）、17日（木）に、精華町立精華台小学校で特別支援学校や障害者スポーツについての

理解教育を行いました。 

 盲学校、聾学校、特別支援学校でどのような学習をしているのかについて説明した後、障害者スポーツ

の一つである「ゴールボール」の体験を実施しました。 

 ゴールボール体験では、目隠しをした状態で、パスの練習 

を行ったり試合を行ったりして、障害者スポーツの難しさや 

楽しさを体験してもらいまいた。 

精華台小学校の先生方からは、「子供たちが興味深く楽しむ 

様子が多く見られました」等の感想をいただきました。 

 理解教育をとおして、子どもたちの障害者理解を進めていき、障害のある人もない人もともに認め合い

支え合う「共生社会」の実現を目指して行きたいと思います。 

★書籍の紹介★ 

 南山城相談支援センターにある、教育に役立つ書籍を紹介します。 

 

 書籍名：ゲーム・ネットの世界から離れられない子どもたち 

 著  者：吉川 徹（愛知県医療療育総合センター 中央病院子どものこころ科部長） 

  

 インターネットやタブレット端末、オンラインゲームなどが急速に 

普及し便利になっていく一方、ネット依存症や過度なゲーム課金 

などの問題も起こっています。 

 この本では、最近のゲームや SNS、ICT等の特徴について解 

説し、それらとの上手な付き合い方について書かれています。ま 

た、発達障害の子どもたちへのネットやゲームの影響についても 

メリット・デメリット両方について詳しく解説されています。 

 インターネットや携帯電話の使用について、学校での指導の際にも参考にしやすい内容となっています。 

南山城相談支援センター 連絡先 

TEL ０７７４－７２－７２５５ 

FAX ０７７４―７２－７２５６ 


